
 

第 3 号             見附町部西地区コミュニティ設立準備会かわら版         平成２９年９月１５日 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《見附町部西地区》人口 6,938 人／世帯数 2,703 戸  （H29 年 9 月 1 日現在） 

↑ 地域団体のハロウィンイベント 

久住市長から激励のあいさつ 各班からの発表の様子 

№ ３

１ 

第４回準備会 目指す将来像(未来予測) 

＜見附町部西地区のまちづくりの基本理念＞ 

◎誰もが生き生きとした活気のあるまちにしたい 

◎花と緑を育て、みんなの心が帰るハピネス（幸せ）なまちにしたい 

◎ひとりひとりがつながり合い、助け合い、響き合うまちにしたい 

各班代表の理念検討会メンバーから「基本理念」(案)

が発表され委員の皆さんからの全員の拍手で承認さ

れました。 

 

見附町部西地区の基本理念が決まりました。基本理念とは「どんなまちにしたいか」「何のためにまちづ

くりをするのか」というまちづくりを進める上で、根本的な“目的”となるものです。 

、 

７月１１日(火)に開催された第４回見附町部西地区コミュニティ設立準備会では、前回の現状把握の話し合いをもと

に、「好ましい現状」からみた３年後、５年後の「プラスの未来像」（こんなまちになっているだろう）と、「気になる

現状」からみた３年後、5年後の「マイナスの未来像」（放っておいたらこんなまちになってしまいかねない）につい

て話し合いました。次回はこれらの予測を踏まえてコミュニティ活動でプラスの未来像を実現し、マイナスの未来像に

陥らないようにする事業計画の柱について話し合います。 

 
【個人と家族】

・ベットタウンとして機能して人口が増えるだろう。

・空き家が有効活用されているだろう。

・もっと世代間交流が活発になっているだろう。

【いきがい】

・高齢者、子ども達の活動が活発になるだろう。

・イベントを通じて繋がりが増えるだろう。

・祭り、伝統行事が復活するだろう。

【地域資源】

・特色ある新店舗が増えているだろう。

・使いやすく便利な土地なので、空き地が減るだろう。

・歩道が整備され、きれいなまちになっているだろう。

【つながり】

・人が集まる場が出来ているだろう。

・多年代の交流の場が増えるだろう。

プラスの
未来像

【個人と家族】

・空き家、一人暮らしが増えかねない。

・少子高齢化が進みかねない。

【いきがい】

・地域活動の参加者が減ってしまいかねな
い。

【地域資源】

・施設が使われずさびれてしまいかねない。

【つながり】

・若い世代の町内のつながり、近所付き合
いがなくなりかねない。

マイナス
の未来像

基本 

理念 

ま
ち
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は
・
・
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ガリバーマップ展 開催中 

 会 場 ネーブルみつけ(産業展示コーナー) 

地域コミュニティの設立準備会でまちを

実際に歩き、その時に見つけた地域のお宝

を「大きな地図」にまとめたものです。 

 

期間延長！ 
ガリバーマップとは… 

 

9 月13 日（水）～29 日（金） 

【一部抜粋】 
【一部抜粋】 

～基本理念に込められた思い～ 

準備会で話し合った内容をもとに文案を検討し、短くわかりやすい言葉にする事を意識しまし

た。駅前を含む地域であることから見附の玄関口として活気のあるまちにしたい。まち全体でた

くさんの花や緑を育て、地域住民一人ひとりにとって、心のよりどころになれるまちでありたい。

そんな思いを「みんなの心が帰る」と表現しました。そして「幸せ」を「ハピネス」とし幅広い

年代に関心を持ってもらえる工夫をしました。また、地域の多くの人が参画して、助け合うこと

で「響き合う」ように人の和が広がっていくまちにしたい。との思いが込められています。 

見附町部東地区編・見附町部西地区編 
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●設立準備会事務局 まちづくり課 地域自治推進係 

見附市学校町１－16－15  ネーブルみつけ内 Tel ６２－７８０１ 

 

班ごとに、どんなまちにしたいかを話し合いました 

【第 4回準備会ふりかえりシートより】 

・活発な話し合いになっている、確実に進んでいると感じました。 

・この地域を良くしたいという思いは、回を重ねるごとに強くなっていると思う。 

・西地区には、可能性が多くあふれていることに気づき、うれしく思いました。 

・花や緑を育てることに視点を合わせて考えている方が多く良かった。 

 

【第 5回先進地視察ふりかえりシートより】 

・普段歩く事のない他の市の中心部をガイドしてもらいながら歩き、色々な事が知

れて良かった。 

・実際に 10年活動しているコミュニティの生の声は、色々現実が良くわかり参考

になりました。 

・他のコミュニティがどのような活動をしているのか知る事が出来た。 

・声掛け、あいさつ運動は、コミュニティでぜひ取り上げたい。 

※次回の準備会は 9 月 19日(火)「事業について」話し合いが行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みつけ伝承館」 
学校町 2 

平成 22 年に北谷公民館隣か

ら現在の場所に移設してリニュ

ーアルオープン。1 万 2 千年前

の見附で営まれてきた人びとの

暮らしや耳取遺跡から出土した

縄文土器や多数の考古資料、民

俗資料を展示。 

 

 

 

 

 

 

8月 26日(土)第５回見附町部西地区コミュニティ設立準備会を開催しました。今回は市外先進地の取組みを参考にするため、新津市

の「新津中央コミュニティ協議会」(平成 19年 3月設立、約 3,930世帯、人口約 9,200人)へ先進地視察に行ってきました。防犯防

災部、文化教養部など 4つの事業部あり、「防犯パトロール」や「地域の史跡を訪ねて歩こう」などさまざまな活動をしています。 

防災 

第５回準備会 先進地視察 新津中央コミュニティ協議会 

ＳＬ見学 

新津鉄道資料館 

新津駅は電力、雨水の利用など様々な ecoな、工夫がされていました。

SL を目の前で見れたり、懐かしい汽笛も聞くことが出来ました。 

新津まち歩き 

 

 

 

 

新津中央コミュニティ副会長の中村さんから、コミュニティの概要と

活動の取り組みの様子についてお話を伺いました。委員さんからは「コ

ミュニティの運営について」や「PTAとの関わりについて」などの質問

がありました。その回答として委員構成、運営資金について説明して頂

いたり、「若い人材が不足している」など、今後の課題についてもお話

しがありました。委員さんからは「もう少し詳しく説明を聞きたかった」

という声や、地域外の方にも好評である新津中央コミュニティ作成のガ

イドブックは、「自分たちも作成したい」などという声がありました。 

 

鉄道のまちとして

栄えた新津の鉄道文

化を物語る様々なも

のが展示されていま

した。 

見附市民俗文化資料館 

新津は町の玄関口である駅があり、鉄道の町として栄えたこともある

ことから、商店街のアーケードを新津駅ホームに見立てたり、鉄道関連

グッズの展示など商店街を活気づける工夫が所々見られました。見附市

訪問歓迎のアナウンスに感激！ 

回数 開催日 内容 

第 １ 回 4月 18日 ●地域コミュニティとは 

第 ２ 回 5月 27日  ●まち歩き、理念について 

第 ３ 回 6月 20日 ●まちの現状把握 

理念検討会 6月 29日 ●代表による理念検討会 

第 ４ 回 7月 11日  ●まちの未来予測 

第 ５ 回 8月 26日 ●先進地視察 

第 ６ 回 9月 19日  ●事業の柱① 

第 ７ 回 10月 17日 ●事業の柱② 

第 ８ 回 11月 21日 ●組織のしくみづくり 

組織検討会 12月 未定 ●代表による組織検討会 

第 ９ 回 12月 12日 ●事業の計画、組織作りのまとめ 

第 １０ 

回 

来年 1月16日 ●まとめ 

 

設立準備会スケジュール 

西地区コミュニティ設立準備会は全 10回のうち、8月までに

第 5回まで終了しました。準備会のこれまでの経緯と、今後の予

定については、右表のとおりです。これからは事業の計画を立て

たり、組織を検討したりと、より具体的な話し合いを行っていき

ます。準備会での話し合いをもとに、見附町部西地区のまちづく

りを進めていくうえでの道標となる『まちづくり計画』が策定さ

れ、来年 5月頃の見附町部西地区コミュニティ組織設立を目指し

ています。 

準備会、折り返し地点！ 

 
だんだん具体的に 

なってきました！ 


